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     2022 年 9 月 15 日 

商 工 中 金 

独自の核酸基盤技術で次世代の創薬に貢献する 

タグシクス・バイオ株式会社様を金融面からサポート 

商工中金は、事業性の判断が難しく、収益化に時間を要する分野に取り組む創業間もない中

小企業の皆さまを、関係機関と連携しながら、積極的にサポートしています。 

 

  商工中金（神奈川営業部）は、タグシクス・バイオ株式会社様（本社：東京都目黒区、代表

者：古関 千寿子様）に対し、新型コロナウイルス感染症の影響に対応する運転資金等として、

2億円を融資しました。なお、本件は、期間 7年期限一括償還型の資本性劣後ローンを適用し、

同社の財務体質強化にも寄与しています。 

 

同社は、独自の核酸基盤技術で創薬分野に取り組む理化学研究所発のベンチャー企業です。

同社が開発した「Xenoligo○R」は、人工核酸塩基を用いた創薬基盤技術です。同技術は、次世代

の医薬品として期待されている核酸医薬品の創薬探索に活用でき、円形脱毛症やドライアイを

含む自己免疫疾患等の治療薬開発に利用されています。これにより、効果が高くかつ安全性の

高い医薬品を安価に多くの人に届けることに貢献していきます。 

 

商工中金は、経営者や専門家等へのヒアリングを通じた綿密な事業性評価を行い、同社の強

みと財務上の課題を共有。同社の取組みが、治療方法が確立していない病気や疾患の治療薬の

開発に寄与するものと考え、必要な資金を融資しました。なお、本件は、資本増強効果のある

資本性劣後ローンを提供し、同社の財務基盤の拡充と金融取引体制の強化に貢献しています。 

 

  商工中金は、創業ステージにある中小企業の皆さまの支援を通じ、経済の発展に貢献してま

いります。 

 

【タグシクス・バイオ株式会社様の概要】 

所 在 地 東京都目黒区駒場4-6-1 

代 表 者 古関 千寿子 

資 本 金 3億 2,568万円(資本準備金含む) 

従業員数 11名（2021年 12月現在） 

設 立 2007年 3月 

業 種 医薬品開発事業 

 【Xenoligo○Rと標的タンパク質との結合】   

 


